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クライストの『決闘』  
－その関連作品について－  
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ロマン主義的イロニーの活人画の如きデモンストレーションでもあったのだ」  
（WolfgangWittkowski：DieheiligeCacilieundderZweikampf．KleistsLegenden  





















である。   
ところで，この『ファウスト』との関連もさることながら，私はモムゼンの   
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genwまrtigung beiHeinrich von Kleist．In：Kleist－Jahrbuch．1988／89Anm．38  
S．290），クライストはタツソーの『解放されたエルサレム』におけるクロリン  
デによる二人の救済の劇的効果に動かされ，彼の物語ではこのように文学的に  
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29  クライストのF決闘」   
ならないことは言うまでもないが，クライストの作品ではむしろ戦闘場面その  
ものよりもむしろその前後の経過の部分に劇的な場面が置かれていることは注  
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えて弟に討たれようとしたのだった。大団円で国王はアリオダントに姫をめあ  
わせ，ポリネスの所領であったアルバニーの公爵領を花嫁の婚資として賜る  
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